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第６学年２組 社会科学習指導案
日 時 平成１８年１０月２７日（金）
場 所 春日北小学校
対象者 ６年２組 ２９名
指導者 教育センター所員 竹本 浩樹

１ 単元名 明治維新から新しい国づくりへ
―明治維新で，社会はよくなったのか―

２ 時代背景と争点の分析
寛永の鎖国が完成して216年間，日本はその体制を維持してきたが，安政元年（1854），つ

いに鎖国体制を解くことになり，より広い世界と接触することとなった。

まさに“第二次開国”とも呼ぶべきものであるが，これは第一次開国である“鎖国”のよう
に日本が主導権をもって行ったものではなく，いわば外から強制されたものだっただけに，
この事件は日本社会に強烈な衝撃をあたえた。１）

つまりこの開国は，日本との力の差を見せつけた欧米列強の強制によるものであった。その
際，欧米列強と日本との間に条約が交わされ，その内容は治外法権を認める，関税自主権がな
いという日本にとって不利かつ屈辱的なものであった。このような経緯の中で，明治新政府の
中には「富国強兵」という考えが強く芽生え，日本の近代化を図るための数々の改革が進めら
れていく。この幕藩体制を近代国家に変えていく一連の変革の過程を「明治維新」と呼ぶ。
明治新政府は，近代化・資本主義化のための改革を積極的に進めていった。解放令によって

身分の平等化を図り，教育制度を整えて学校をつくり，徴兵令を出して軍隊をつくった。

「近代」に向けての日本の改革は，政府の力で上から強力（強引）に推し進められました。
その際にモデルとされたのは，イギリス（経済・海軍），フランス（法律・海軍），ドイツ
（医学）などでした。それは，西欧近代の“美味しいところ”ばかりをつまみ食いした（つ
まみ食いすることができた）日本の近代化の特性であり，その結果として，日本の上には，
ある種の“典型的近代化”のモザイク模様が織りだされることとなりました。２）

つまり，日本は欧化政策をとり，西欧の先進諸国を模倣することによって近代化を図ろうと
したのである。
具体的には数え切れないほどの改革が行われたが，こうした政策を進めるにあたって，新政

府は民衆を政治運営から排除した。そのため，国民の政治参加を求める運動が起こってきた。
それが，国会開設や憲法制定，地租軽減などを要求する自由民権運動だった。

新政府はこの革命運動に直面して，一方で弾圧と切り崩しを図りながら，他方では自分たち
の手で，天皇とその権力を保障するための憲法をつくり，議会を開いて，支配体制を安定さ
せようとします。３）

その結果成立したのが，大日本帝国憲法による国家体制である。この体制の下で，近代国家
日本は，軍事優先，国民生活軽視の路線を進み，やがて国民を戦争へと駆り立てていくことに
なる。
このように，江戸幕府による鎖国日本から明治新政府による近代化日本へと転換を遂げたわ

けであるが，この明治維新という大きな社会変革によって，日本は欧米並みの国に生まれ変わ
ることができたのか。欧米列強を目標にし，「富国強兵」を合言葉にして行われた様々な改革
は，国家や人々の生活にどのような効果をもたらしたのかを評価することが重要となる。
よって，明治維新と呼ばれる大改革を進めるにおいて，社会を形成する上で，国家の利益を

優先するべきか，国民の生活を優先するべきか，ということが争点となる。

註及び引用文献
１）大石慎三郎，1997，『江戸時代』中公新書，p.219。
２）このように，他国の実績を模倣して近代化を進めることは当然であり，「“後発”国近代

化の一つの“宿命”でもあり，西欧に比較して日本の変革の“革命”性を誇ってみても，
何の意味もない」と言える。（大日方純夫，2002，『はじめて学ぶ日本近代史 上』大月
書店，p.69。）

３）大日方，前掲２），pp.69‐70。
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３ 単元の指導について
○ 本単元では，江戸時代末から明治時代初期において，日本が新たな国へとつくり変えられて
いく様子を調べ，社会の変革について考えていく。特に，明治維新の中でつくられた主な制
度・政策に着目し，当時の日本の状況を踏まえながら，政府の立場と国民の立場から，改革
の効果について検討する。
このことにより，社会的事象の意義について理解を深めるとともに，社会的事象を相互に関
連付けて考える力つまり社会的な思考力を育成することをねらいとする。

○ 本学級の児童は，５年時までに討論型の社会科授業を経験してきていない。６年になり，「大
仏づくり」及び「元寇」の単元の学習において，討論型の授業を経験している。ただし，こ
れも本格的な討論が中心の授業というより，むしろブレーン・ストーミング的な話し合い活
動を主とするものであった。
したがって，資料（事実）と自分の考えを結び付けて説得力ある主張をしようとする態度や
能力は育っておらず，お互いの主張や反論をぶつけあうようなタイプの討論を行うレベルに
達していないと言える。

○ 指導に当たっては，まず，開国の背景を理解させる。そのために，ペリー来航時の国内の様
子や幕府の反応，来航の目的について調べさせる。また，アメリカをはじめとする欧米列強
の圧力によって半ば強制的に開国させられたことや不平等条約の締結の裏には，絶対的な国
力の違いがあったことに気付かせる。
次に，明治維新の概要について理解させる。ここでは，開国や不平等条約締結の背景と関

連付けながらとらえさせていく。つまり，明治政府が富国強兵・殖産興業の目標を掲げ，欧
米列強に負けない強い国づくりを目指した理由について考えさせる。
このようなことを踏まえ，明治維新という大改革は，新たな社会をつくる上でどのような

効果があったのかを検討させ，社会形成についての自分なりの考えを構築させたい。
児童の実態に応じた思考力を育成する手立てとして，個人の思考活動を促進させるために，

討論の場を２回設定する。そして，その都度，個人で主張と理由を文章記述させる。その際，
事実に基づいた主張を行うことや他者の主張や批判を踏まえることを意識させるようにする。
また，「頭がよくなる」パワーアップカード，『頭のパワーアップ完了』カードを活用し，

３回の思考活動を経て自分の思考がどのように変化したのかをふり返らせることで，思考に関
するメタ認知をもたせる手立てとする。（※ 思考とメタ認知の関係については資料１を参照）

４ 単元の目標
(1) 総括目標

明治政府が行った主な改革について調べながら「富国強兵」の内容を理解し，その効果に
ついてミニ討論を行い，中央集権の近代国家と国民の生活に関する主張を作成することがで
きる。

(2) 理解目標
ア 明治政府は，欧米列強に負けない強い国をつくるため，富国強兵の理念のもとに改革を
進めていったことが分かる。
イ 解放令によって，四民平等の世の中になったが差別はなくならず，政策を進める上で必
要な新たな身分制度がつくられたことを知る。
ウ 富国強兵，殖産興業を目的としてつくられた徴兵令や地租改正という制度は，人々にと
って負担が大きく，政府に対する不満が高まったことを知る。
エ 自由民権運動が高まり，明治政府は大日本帝国憲法を発布し，第１回帝国議会を開いて
立憲政治を確立していったことを知る。

(3) 能力目標
ア テーマに対する自己の立場を決定し，資料を使って主張を作成することができる。
イ 複数の歴史事象を関連付けて考え，テーマに対する自分の主張を作成することができる。
ウ ミニ討論において，自分の主張を分かりやすく述べることができる。
エ 他者の主張や批判の内容を踏まえて，自分の主張を補強・修正することができる。

(4) 態度目標
ア 過去の時代において，社会を大きく変革させた出来事について関心をもち，積極的に調
べたり，資料を収集したりしようとする。
イ ミニ討論において，聞き手に分かりやすいように，かつ積極的に自分の主張を述べよう
とする。
ウ 他者の主張や批判を尊重しながら，それに対して批判したり応答したりしようとする。
エ 他者の立場の主張や正当な批判を受け入れ，自分の主張を補強・修正しようとする。
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５ 単元の学習展開（全７時間）

教師の発問等
教師が与

学習者の発言及び学習活動
える資料

第 開国と大政奉還
１ ◎ どのようにして開国が行われ およそ200年もの間続いた鎖国から，開国
時 たのか。 へと大きく転換するきっかけとなったペリ

ー来航とその目的を理解し，幕府の反応や
国内の様子を知る。

○ 開国のきっかけとなったのは， ・ アメリカの提督ペリーが黒船で来航し，
どのようなことか。 開国を要求したことである。

○ 来航の目的は何か。 フィルモ ・ 友好関係を結び，貿易を行い，アメリ
ア大統領 カの捕鯨船の石炭・水・食料の補給が目
の手紙 的だった。

○ 幕府の反応はどうであったか。 ・ はじめは「外国との交渉は長崎で行う」
と答えたが，ペリーに拒否され即答しな
かった。

・ 幕府はしきたりを破って朝廷に報告し，
大名たちの意見も聞いた。

・ 海岸の防備を強化した。
・ 翌年，しかたなく神奈川で和親条約を
結び，1858年には通商条約を結んだ。

・ イギリス，フランス，オランダなどヨ
ーロッパの列強諸国とも同様の条約を結
ばされた。

○ 世の中の人々の様子はどうで ・ 初めて見る軍艦に驚き，慌てた。
あったか。 ・ 動揺している様子を川柳や狂歌に表し

た。

○ 条約を結んだ後の幕府の政治 ・ 幕府の政治に反感をもつ者が多くなっ
はどのように変化したか。 ていった。

・ 長州藩や薩摩藩，土佐藩などが同盟を
結び，天皇中心の政府をつくろうと幕府
に対抗した。

・ 1867年，15代将軍徳川慶喜は政権を朝
廷に返した。

・ 木戸孝允や大久保利通，西郷隆盛など
が政治の中心となって活躍した。

・ およそ200年もの長い間，鎖国
によって江戸幕府の政治は安泰
であったが，ペリーの来航によ
り時代は大きな転換期を迎えた。
アメリカをはじめとする欧米列
強の圧力によって強制的に開国
させられた上に，条約を結ばさ
れた。このことにより，幕府に
対する反感は高まり，ついに江
戸幕府は政権を朝廷に奉還する
ことになった。
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第 開国と不平等条約
２ ◎ 幕府が結んだ不平等条約の内 不平等条約が結ばれた背景と内容を理解
時 容は，どのようなものであった し，日本が悪影響を受けていたことを知る。

か。
○ どのような点が不平等なのか。日米修好 ・ 日米修好通商条約では，輸入品にかけ

通商条約 る関税を日本だけで決めることができな
の内容 い。（関税自主権がない。）

・ 日米修好通商条約では，日本で罪を犯
した外国人を日本の法律で裁けない。
（治外法権を認める。）

○ アメリカの他にどのような国 ・ アメリカだけでなく，イギリス，フラ
と同様の条約を結んだのか。 ンス，オランダ，ロシア，その他多くの

ヨーロッパ諸国との間で同じような内容
の条約を結んだ。

○ なぜ，そのような条約を結ん ・ 幕府（日本）にとって，欧米諸国の力
だのか。 は脅威であり，提示された条件を受け入

れないと武力行使されると困るから。
・ 日本が弱い国だから，言いたいことも
言えなかった。

○ 不平等条約の影響を受けた出 ノルマン ・ 1886年に起こったノルマントン号事件
来事があったか。 トン号事 で，罪を犯したイギリス人の船長を日本

件 の法律で裁けず，無罪となった。
・ 幕府は，欧米列強の軍事力に
脅威を感じ，修好通商条約のよ
うな日本にとって不利な内容の
条約を結ばざるを得なかった。
そしてそれ以後，条約が改正さ
れるまで，不平等条約の悪影響
を受けることになった。

第 開国の影響
３ ◎ 「開国したことは，日本にと ペリー来航から開国に至るまでの経緯を
時 ってよかったのか，よくなかっ 踏まえ，開国にかかわる複数の社会的事象

たのか」について考えよう。 を関連付けて開国の影響を考える。

○ 自分の立場を決定し，資料を 開国を肯 ・ 西洋の技術や文化を取り入れることは，
基にその理由を付けて考えを書 定する立 日本の経済や産業の発展につながる。
きなさい。 場で使う ・ 開国の要求を受け入れなければ，欧米

資料 列強に攻撃されたはずである。

開国を否 ・ 国力の差を見せつけられ，強制的に不
定する立 平等な内容の通商条約を結ばされた。
場で使う ・ ノルマントン号事件を引き起こすきっ
資料 かけをつくった。

○ 外国からの圧力に対抗するこ ・ 軍艦や大砲などの武器をもつ欧米諸国
とができたのか。 には，武力では到底かなうはずがなかっ

た。

○ 不安定な国内情勢にどう対応 ・ 長州藩や薩摩藩，土佐藩などのように
することができたのか。 幕府の政治に反感をもつ者が多く，国が

まとまっていなかった。
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○ 肯定，否定，双方の考えを踏 （例）

まえ，自分の主張文に修正を加 ・ 日本と欧米諸国の国力の差を考えると，

えなさい。 開国の要求を拒否することはできなかっ

た。しかし，通商条約のような不平等な

内容の条約は結ぶべきではなかった。欧

米諸国並みの強い国づくりを目指さなけ

ればならない。

第 明治維新と富国強兵

４ ◎ 明治新政府はどのような改革 日本が豊かで強い国づくりを目指して行

時 を行ったのか。 った改革の内容を知る。

○ 明治維新とは何か。 ・ 江戸時代の政治や社会のしくみ，世の

中のようすを大きく変えるために行われ

たいろいろな改革をまとめて，明治維新

と呼ぶ。

○ 主な改革として，どんなもの ・ 五箇条の御誓文

があるか，教科書や資料集を使 ○ 将軍の独裁政治から，民主的な政治

って調べなさい。また，それぞ へと一歩前進した。

れの改革について，社会はどう × 政府官僚による中央集権政治であり，

変わったのかという見方でよか 一般国民が政治に参加する機会はほと

った点と悪かった点を書きなさ んどなかった。

い。 ・ 廃藩置県

○ 土地も人民も朝廷に返すことで，国

を一つにまとめやすくなった。

× 政府の役人が知事となって地方政治

を行い，国の方針ばかりが反映された。

・ 解放令

○ 江戸時代の身分制度を廃止し，四民

平等の世の中になった。

× 皇族，華族，士族，さらに平民とい

う新たな身分がつくられた。また，同

じ身分内での差別もなくならなかった。

徴兵制度 ・ 徴兵令

○ 20歳になった男子は軍隊に入ること

を義務づけたので，人数が増えて強く

なった。

× 個人の事情は考慮されず，強制的に

軍隊に入らなければならなかった。

地租改正 ・ 地租改正

と国の収 ○ 地租を現金で納めさせたので，国の

入 収入を安定させることができた。

地租改正 × 税率が一律３％に定められたので，

と反対運 農民の負担を減らすことにはつながら

動 なかった。

・ 官営工場

富岡製糸 ○ 税金をもとにして官営工場をつくっ

場 たり，国が鉱山を経営したりして，工

× 士族の娘や身元のしっかり 業が盛んになっていった。

した者だけを選んで，指導者 × 女子労働者が安い賃金で，長時間働

養成した。 かされた。
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就学児童 ・ 学制の発布
の推移の ○ 全国の町や村に小学校をつくり，国
グラフ 民が平等に教育を受けられるようにし

た。
× 授業料が高い，働き手が減る等の理
由で学校に行けない子どもが多くいた。

欧化政策 ・ 欧化政策
とその実 ○ 欧米の進んだ文化を積極的に取り入
情 れ，便利な世の中になっていった。

× 開化したのは都市部だけで，地方の
都市はほとんど変化がなかった。

○ 富国強兵とはどういうことか。 ・ 近代工業を盛んにして国を豊かにし，
強い軍隊をつくることである。

○ なぜ，このような大改革が必 ・ 政府として，欧米の国々に早く追いつ
要だったのか。 くためには，早急な改革が必要だった。

・ 政府は，半ば強制的な開国と
不平等条約を結ばされたことの
原因が欧米諸国との国力の差に
あるとし，富国強兵を目標に掲
げ，様々な改革に取り組んだ。

第 明治維新の影響（その１）
５ ◎ 「明治維新によって，社会は 明治維新で行われた改革について，その
時 よくなったのか」について考え 効果を検討・評価し，社会のあり方につい

よう。 て考える。

○ 明治政府は，どのような国づ ・ 欧米諸国に負けないような「豊かで強
くりを目指していたのか。 い国」づくりを目指していた。

○ そのために行われた主な改革 ・ 徴兵令
として，どのようなものが挙げ ・ 地租改正
られるか。 ・ 学制

・ 官営工場の建設

○ 自分の立場を決定し，資料を 徴兵令の ○ 徴兵令を出し，２０歳以上の男子に３
基にその理由を付けて考えを書 資料 年間の兵役を課すことにしたので，強い
きなさい。 軍隊をつくることができた。
（個人で考えをもつ場） 地租改正 ○ 地租改正を行い，国の収入が安定した。

の資料 ○ 学制が定められ，欧米諸国のように，
学制の資 国民が平等に教育を受けられるようにな
料 った。
官営工場 ○ 国が経営する官営工場を建て，外国の
の資料 進んだ技術を取り入れた。その結果，工

業の発展につながっていった。

× 徴兵令によって，一家の働き手が減る
ことになった。

× 人々は税の負担に苦しみ，地租改正反
対一揆も起こった。

× 貧しい家庭も多く，授業料が高い，働
き手が減るなどの理由で，学校に行かせ
ない家もあった。

自由民権 × 政府に対して不満をもつ人々が板垣や
運動の資 西郷を支持して，自由民権運動が高まっ
料 ていった。
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第 明治維新の影響（その２）
５ ◎ 「明治維新によって，社会は 明治維新で行われた改革について，その
時 よくなったのか」について考え 効果を検討・評価し，社会のあり方につい～

よう。 て考える。
第
６ ○ グループでミニ討論会を開き，
時 「明治維新によって，社会はよ

くなったのか」について話し合
いなさい。肯定側はプラス効果
の大きさを主張し，否定側はマ
イナス効果の大きさを主張しな
さい。

前時の学 ＜肯定側の主張の趣旨＞
習で使っ 「富国強兵」のためには，多少の犠牲は
た資料 仕方がない。今は，一致団結する時である。

前時の学 ＜否定側の主張の趣旨＞
習で使っ 「富国強兵」の名の下に，国民の負担を
た資料 考慮に入れない政府のやり方はよくない。

○ 同じ立場の主張，異なる立場 ・ 徴兵令によって，働き手を取られた家
の主張を聞いた上で，今，自分 庭は生活が苦しくなってしまったかもし
はどのように考えるのか，書き れないが，当時の日本は強い国になるこ
なさい。 とが第一だった。だから，徴兵令はやむ

を得なかったし，効果はあったと思う。

第 ◎ 今度は学級全体で討論会を開
６ き，さらに深く考えていくこと
時 にしよう。（

本 ・ グループでのミニ討論会で出
時 た主張を集約しながら板書して）

おき，内容を確認させる。

○ 否定側の主張に対して，肯定 ・ 欧米諸国に負けないような強い国をつ
側は反論しなさい。 くるためには，徴兵令は必要だった。

・ 不平等条約をなくすためには，日本の
強さを欧米諸国に認めてもらう必要があ
った。

・ 豊かな国をつくるためには，国の収入
を安定させる必要があった。地租改正は
有効な方法だった。

・ 学制を発布して学校をつくり，国民に
広く教育を受けさせることで，将来的に
欧米諸国に追いつくことができると考え
た。

○ 肯定側の主張に対して，否定 ・ 徴兵令によって，働き手を国に取られ
側は反論しなさい。 てしまい，生活が苦しくなった。

・ 地租改正によって，人々は税の負担に
苦しみ，各地で一揆を起こした。

・ 子どもも一家の重要な働き手だったの
で，学制による教育の義務化は負担にな
った。

・ 肯定側は政府寄りの立場，否
定側は国民寄りの立場で，社会
というものをとらえて考えてい
ると言える。
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○ それぞれの立場からの主張や （例）
反論を聞いた上で，今，自分は ・ 初めは，明治維新によって日本が強く
どのように考えるのか書きなさ て豊かな国になることができたので，社
い。 会はよくなったと考えていた。しかし，

地租改正によって人々が苦しんでいたこ
とや，学制が発布されても学校に行けな
い子どもも多くいたことも分かった。改
革を行っていくときに，国民の生活のこ
とも考えていかなければならないと思う。

◎ ２回の討論を経て，自分の考 （例）
えがどのように変わったのか， ・ 友達の考えを聞いて，自分の考えが足
ふり返って書こう。 りない部分に付け加えることができた。

・ ２つのことをつなげて考えることがで
きた。

第 議会政治の始まり
７ ◎ 自由民権運動の前と後で，社 自由民権運動の目的を理解し，国会開設
時 会はどう変わったのか？！ や大日本帝国憲法制定・発布につながった

ことを知る。

○ 自由民権運動はどのようにし 自由民権 ・ 板垣退助，西郷隆盛らを中心に，政府
て始まったのか。 運動の広 に不満をもつ人々や新しい考えをもつ人

がりの地 々が，板垣らを支持して，自由民権運動
図 が始まった。

・ 全国各地で自由民権を訴える人々と政
府の衝突が起こった。

○ 運動の目的は何か。 民選議院 ・ 国民が選んだ議員による議院をつくり，
設立の建 より多くの人々が政治に参加できるよう
白書 にしようということである。

○ 運動の結果，政治はどのよう ・ 国会を開くことを政府が約束した。
に変わったのか。 ・ 国会開設に備えて，政党が組織された。

・ 大日本帝国憲法が制定・発布された。
・ 衆議院議員の総選挙が行われ，その後
第一回帝国議会が開かれた。

・ 自由民権運動の高まりに押さ
れ，ついに政府は国会開設を約
束した。それを受けて，大日本
帝国憲法をつくり，総選挙を行
い，帝国議会を開いた。このよ
うにして，アジアの国々に先駆
けて憲法に基づく議会政治を確
立していった。
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６ 本時の学習展開（６／７）

児童の活動と内容
教師の主な発問

教師の支援及び留意点

＜思考の場の形態＞ 【評価とその方法】

１ ミニ討論会パート２を ○ 明治維新によって，社会 ・ 自分の立場を明確にし，ワー

開く。 はよくなったのか，それと クシートの記述を基に，自分の

＜全体＞ もよくならなかったのかに 考えを述べるように伝える。

ついて，資料を基に，自分 ・ ミニ討論会の目的を，自分の

の考えとその理由を発表し 主張をはっきり述べること，他

よう。 者の主張を聞いて質問や意見を

述べることの２点とする。

・ 肯定側が主張を行う。 ○ 肯定側はプラス効果がい ・ 明治維新で行われた政策につ

かに大きかったのかを主張 いて「プラス効果の重要性，マ

・ 否定側が主張を行う。 し，否定側はマイナス効果 イナス効果の深刻性」という主

がいかに大きかったのかを 張の吟味・検討の視点を与えて

主張しよう。 おく。

・ ミニ討論会の実態に応じて，

各主張が事実を示す資料に基づ

いているかという視点からも，

主張の吟味・検討を行わせたい。

・ 机間指導しながら，双方の大

まかな考えを黒板にまとめてい

く。

○評理由を付けて，自分の考えを述
べることができたか。

【｢頭がよくなる｣ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ，

発言記録・観察】

２ 頭の「充電タイム」で， ○ 自分と違う立場の主張に ・ プラス効果，マイナス効果の

相手側の主張に対する反 対して，ここはおかしいの 発生の事実を確認し，その大小

論を考える。 ではないか，それほど重要 を比較させるようにする。

（深刻）ではないと思う， ・ 一つの政策にも，相対する二

というような反対意見を考 つの立場とそれに伴う考えが常

えてみよう。 に存在することを意識させる。

３ 否定側から肯定側への ○ 肯定側の主張内容に触れ ・ 同じような考えの者には，挙

反論を行う。 ながら，反対意見を述べる 手により，同調の意思表示をさ

ようにしよう。 せる。

・ 徴兵令によって，働き手を国

に取られてしまい，生活が苦し

くなった。

・ 地租改正によって，人々は税

明治維新によって，社会はよくなったのか？！
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の負担に苦しみ，各地で一揆を

起こした。

・ 子どもも一家の重要な働き手

だったので，学制による教育の

義務化は負担になった。

４ 肯定側から否定側への ○ 否定側の主張内容に触れ ・ 欧米諸国に負けないような強

反論を行う。 ながら，反対意見を述べる い国をつくるためには，徴兵令

ようにしよう。 は必要だった。

・ 不平等条約をなくすためには，

日本の強さを欧米諸国に認めて

もらう必要があった。

・ 豊かな国をつくるためには，

国の収入を安定させる必要があ

った。地租改正は有効な方法だ

った。

・ 学制を発布して学校をつくり，

国民に広く教育を受けさせるこ

とで，将来的に欧米諸国に追い

つくことができると考えた。

５ それぞれの立場の主張 ○ 肯定側が主張する内容は ・ 富国強兵

の観点を整理する。 いくつもあるが，つなげた ・ 外国に負けない国づくり

りまとめたりして考える ・ 国全体の利益

と，ズバリ言うとすれば，

何か。

○ 否定側が主張する内容は ・ 人々（平民）の苦しみ

いくつもあるが，つなげた ・ 一部の人による政治

りまとめたりして考える

と，ズバリ言うとすれば，

何か。

○評異なる立場の主張を踏まえなが
ら，自分の考えを述べることが

できたか。

【｢頭がよくなる｣ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ，

発言記録・観察】

６ 学級全体でのミニ討論 ○ 肯定側，否定側，双方の ・ グループ討論での吟味・検討

会を経た段階の，自分の 多様な考えがあることが分 を踏まえて，主張の補強や修正

考えを学習カードに書く。 かった。それを踏まえて， を行わせる。その際，理由を具

＜個人＞ テーマである「明治維新に 体的に書かせるようにする。

よって，社会はよくなった

のか」について，自分の考

えを書いてみよう。そのと

き，以前の自分の考えとど

う変わったのか分かるよう

に書きなさい。
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（例）
・ 初めは，明治維新によって日
本が強くて豊かな国になること
ができたので，社会はよくなっ
たと考えていた。しかし，地租
改正によって人々が苦しんでい
たことや，学制が発布されても
学校に行けない子どもも多くい
たことが分かった。改革を行っ
ていくときに，国民の生活のこ
とも考えていかなければならな
いと思う。

○評
・ 自分と同じ立場，異なる立場
の考えを踏まえ，明治維新と国
づくりに関する自分の主張をも
つことができたか。

・ 複数の社会的事象を関連付け
て考えることができたか。
【｢頭がよくなる｣ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｶｰﾄﾞ】

７ 自己の思考活動をふり ○ 「頭がよくなる」パワー ・ 『頭のパワーアップ完了』カ
返る。 アップカードを見て，自分 ードを使って，思考の高まりや

＜個人＞ の考えの変化を確かめよ 深まりに気付かせ，思考するこ
う。そして，『頭のパワー とのよさを意識付ける。
アップ完了』カードに書き
なさい。 （例）

・ 友達の考えを聞いて，自分の
考えが足りない部分に付け加え
ることができた。

・ ２つのことをつなげて考える
ことができた。

○評自分の考えの変化に気付き，思
考活動に関する記述ができたか。
【『頭のﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟ完了』ｶｰﾄﾞ】

７ 評価について
(1) 本研究授業の中心的なねらいは，社会的な思考力の育成である。そこで，「頭がよくなる」
パワーアップカードの記述より，社会的な思考力についての評価を行う。その際の評価基準
は以下のようになる。

評価基準Ａ 評価基準Ｂ 評価基準Ｃ

明治維新が社会に及ぼした 明治維新が社会に及ぼした影 明治維新で行われた改革に
影響について，複数の事象を 響について，適切な資料を取り ついて知っているが，社会に
関連付けて考えたり，他者の 上げ，理由を付けて主張を作成 及ぼした影響について主張を
考えを取り入れたりしなが している。 作成できていない。あるいは，
ら，主張を作成している。 主張と理由に整合性がない。
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(2) 『頭のパワーアップ完了』カードの記述を基に，メタ認知的側面から児童の思考活動に対

する意識や意欲を評価する。つまり，児童が自分の思考の変化や高まりをどのようにとらえ

ているかを見ることによって，「思考の仕方」を学んでいるかどうか評価する。

評価基準Ａ 評価基準Ｂ 評価基準Ｃ

思考の変化や高まりに気付 思考の変化に気付き，その経 学習内容について述べた

き, その理由について具体的 緯について具体的に述べてい り，授業の感想を述べたりし

に述べている。あるいは，思 る。あるいは，思考活動のよさ ている。あるいは，思考活動

考活動のよさと学習内容の理 や楽しさについて述べている。 の変化についての記述は見ら

解を結び付けて述べている。 れない。


